
新しい年が来ました。早いもので生まれ

育った堺の街に何とか恩返しをしたいとの志

を立て、６年間修行を致しました衆議院議員

の事務所から独立をして、一年がたちまし

た。現在はふるさと「堺市中区」に活動の拠

点を移し、府議会対策委員長として、新しい

堺の街創り、政策提言に、日々全力投球をし

ております。残念な事に、この間にも、この国

はどこかおかしくなっていく気がします。 

真の地方自治を実現していくこの大事な時

期に、相次ぐ知事の汚職、次々に明るみに出

る裏金の存在、タウンミーティングにおけるや

らせ発言。日本はいったいどうなってしまうの

か。怒りがこみ上げます。本来あるべき政治

の姿を取り戻す為の挑戦を、今こそ始めなけ

ればなりません。 

 「ハートフルデモクラシーＳＡＫＡＩ」の旗印の

下、「今を生きる全ての人々の、人間らしい温

かい心が、必ず世の中を変える」との信念を

胸に、誰もが意欲を持って生活できる社会を

実現するべく、この堺から挑戦していきます。

皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願い申

し上げます。 

木畑ただしのご挨拶 

中区のみなさん！明けまして、おめでとうございます。 
２００７年を新しい政治のスタートに！！ 
  
 ０５年から日本の総人口は減少し始めています。人口が

増加し、経済も成長していくとの前提で設計された既存の

システムは、いずれ機能しなくなります。保険料増、給付

減という形で、社会保障制度は再度の抜本的見直しを迫

られるでしょう。また、この国には既に８００兆円以上の債

務がありますが、増税も避けられないでしょう。暗い未来

が自明だから、悲観的なムードが社会全体を覆っている

のかも知れません。 

 今、私たちには二つの選択肢があります。一つは、膨大

な負債を先送りし、将来の世代に負担させること。もう一

つは、今、改革を断行して、人口減少時代が到来しても、

高い経済成長力を維持し、持続的な発展が可能な社会を

構築することです。誰しも、子や孫に自分たちのツケを回

したくはないでしょう。今こそ、改革が必要です。  

 これまで、負担を国民に広く分散するという意味での改

革はなされてきました。しかし、既得権益を壊すという意

味での改革はまだまだなされていません。それはなぜ

か。戦後５０年間、既得権益を守ることで、政治が行われ

てきたからです。様々な業界、省庁の既得権益を守ること

に汲々となっている自民党政権には、本当の意味での改

革はできません。今年は４月に統一地方選挙、７月に参

議院選挙を控え、これからの日本の行く末を決する重要

な年になります。将来世代には、豊かな社会を託すんだと

いう責任感を持って、大切な一票を投じて下さい。一緒に

新しい政治を始めていきましょう。 

きばちゃんず・ボイス 

変えます☆
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「若い力を結集して頑張ろう！！」 
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